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価した。その他、家族介護者及び患者の基本的な情報を収集した。

そして、不安及び抑うつの有病率と、それらに関連する家族介護

者の認識を chi-square test 又は Mann-Whitney U test を用いて

検討した。さらに、不安及び抑うつを従属変数、社会人口学的因

子、関連する家族介護者の認識を説明変数とする多重ロジスティ

ック回帰モデルを用いて検討した。 

 家族介護者 203 人から回答を得て（回答率: 53.6%）、173 人を

解析対象とした（うち女性 125 人、平均年齢 66.2 歳）。なお、患

者は 173 人（うち女性 106 人、平均年齢 81.8 歳）であった。得ら

れた結果は以下の通りである。 

1. 不安及び抑うつの有病率は、それぞれ 43.9%、69.4%であった。

また、両方に該当する者の割合は、27.2％であった。 

2. 不安のある者の割合は、患者が有する疾患数が多い場合に有意

に高くなった（p<0.05）。 

3. 不安のオッズ比は、「安定した家計」（odds ratio: OR)：0.69、

95％ confidence interval:95% CI)：0.48-1.00）と「安定し

た介護者の健康」（OR：0.45、95％CI：0.30-0.68）で有意に低

くなった（p<0.05）。また、抑うつのオッズ比は、「安定した家

計」（OR：0.60、95％CI：0.38-0.93）、「安定した介護者の健康」

（OR：0.49、95％CI：0.30-0.81）、「安定した患者の状態」（OR：

0.51、95％CI：0.29-0.92）で有意に低くなった（p<0.05）。 

以上の結果より、訪問診療を受ける高齢患者の家族介護者にお

いても不安や抑うつのある者の割合は高く、それらは、経済的負

担や家族介護者の健康と関連していることが明らかとなった。本

研究は、地域包括ケアシステムの構築に資する研究であり、その

社会的意義は大きく学位授与に値すると判断した。 

 

 

 


